
　北部ではまだ大雪の残雪を見ることもできますが、宍粟市に春の訪れを告げるアマゴ（渓
流魚）釣りも解禁され、道の駅などではフキノトウなどの春の山菜が店頭を賑わしていま

す。いよいよ春到来ですね。春といえば新しい生活をスタートするにふさわしい季節です。新たなスタートのそ
の先には、新たな出会いも待っています。来年度ももっとたくさんの皆さんと出会い、市民にとって身近な「広
報しそう」をめざしていきたいと思います。よろしくお願いします。	 真

編 集 後 記

「
最
終
回
に
あ
た
っ
て
」
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第
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回 
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終
回
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宍
粟  

歴
史 

再
発
見

　
平
成
二
十
五
年
四
月
号
（
第
九
十
七
号
）

よ
り
始
ま
っ
た
「
宍
粟
　
歴
史
　
再
発
見
」

で
は
、
宍
粟
市
の
古
代
・
中
世
・
近
世
・

近
代
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
取
り

上
げ
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）

度
は
、「
黒
田
官
兵
衛
と
宍
粟
」「
風
土
記

と
宍
粟
」「
宍
粟
の
地
名
の
起
こ
り
」「
城

下
町
成
立
の
頃
」
な
ど
、
宍
粟
に
ま
つ
わ

る
歴
史
的
な
事
象
や
、
伊
水
小
学
校
裏
手

で
発
掘
が
行
わ
れ
た
「
宇
野
構
遺
跡
」、「
篠

ノ
丸
城
」
の
レ
ー
ザ
ー
測
量
の
調
査
結
果

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
翌
年
か
ら
は
、
年
間
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

連
載
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
度

『
播
磨
国
風
土
記
』

　
こ
の
年
は
、
播
磨
国
風
土
記
の
編
さ
ん

一
三
〇
〇
年
に
あ
わ
せ
、
風
土
記
に
ま
つ

わ
る
史
跡
や
伝
承
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。
特
に
「
宍
禾
郡
を
巡
る
」
と
題
し
て
、

播
磨
学
研
究
所
の
埴
岡
真
弓
さ
ん
に
執
筆

い
た
だ
き
、
十
一
回
に
わ
た
り
七
つ
の
里

の
地
名
の
由
来
や
神
話
を
巡
る
こ
と
で
、

身
近
な
風
土
記
の
世
界
に
触
れ
て
い
た
だ

け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
六
）
度

『
江
戸
時
代
の
宍
粟
』

　
続
く
平
成
二
十
七
年
度
は
、
播
磨

五
十
二
万
石
の
姫
路
城
主
池
田
輝
政
の
四

男
で
あ
る
池
田
輝
澄
に
よ
る
宍
粟
藩
立
藩

四
〇
〇
年
に
因
み
、
テ
ー
マ
を
江
戸
時
代

の
宍
粟
に
設
定
し
ま
し
た
。

　
池
田
輝
澄
の
人
物
像
や
山
崎
城
下
町
の

成
立
と
変
遷
、
江
戸
時
代
の
文
化
、
た
た

ら
製
鉄
な
ど
の
産
業
、
揖
保
川
水
運
に
よ

る
流
通
な
ど
に
も
触
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
に
山
崎
に
入
封

し
た
本
多
忠
英
以
来
、
明
治
維
新
に
至
る

ま
で
八
代
に
わ
た
っ
て
山
崎
藩
主
を
勤
め

た
本
多
氏
の
事
績
も
紹
介
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
度

『
近
代
の
宍
粟
』

　
そ
し
て
今
年
は
、
明
治
時
代
以
降
、
市

内
各
地
に
築
か
れ
た
遺
産
や
、
宍
粟
出
身

の
力
士
朝
日
嶽
、
明
治
大
正
期
の
宍
粟
の

行
政
に
つ
い
て
詳
細
に
書
か
れ
た
「
宍
粟

郡
役
所
文
書
」、
そ
し
て
宍
粟
で
隆
盛
を

誇
っ
た
一
宮
繁
盛
地
区
の
鉱
山
な
ど
を
通

じ
て
、
現
在
の
宍
粟
市
の
発
展
の
礎
と
な
っ

た
近
代
化
の
足
跡
を
辿
っ
て
き
ま
し
た
。

　
宍
粟
市
内
に
は
、
本
欄
で
紹
介
し
た
文

化
財
や
史
跡
以
外
に
も
多
く
の
歴
史
文
化

遺
産
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
地
域
の
成
り
立
ち
や
特
徴
を

知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
適
切

に
保
存
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
観
光

や
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
の
資
源
と
し

て
活
用
し
な
が
ら
後
世
に
引
き
継
い
で
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
欄
の
記
事
を
通
じ
て
宍
粟
市
の
歴
史

や
文
化
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
地

域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
、
所
期
の
目
的
の
一

端
が
果
た
せ
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

　「
宍
粟
　
歴
史
　
再
発
見
」
は
、
今
回
を

以
て
最
終
回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
長
い
間
ご
愛
読
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
１
回
の
テ
ー
マ
は「
黒
田
官
兵
衛
と
宍
粟
」

で
し
た

播磨国風土記で活躍する
伊和大神を祀る伊和神社
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